
ニュートラルカラーでまとめた
快適なリビングエリア
リビングにいちばんのボリュームを割り当
てた。ソファはアーサー・カサスがミカサ
のためにデザインした「フスカ」。手前は床
と同じ素材のテラゾーで製作したカスタム
コンソール。上に置かれたアートはブルガ
リアの彫刻家リウバ・ウォルフの作品。

HOMES / TIMELESS TEXTURE

T I M E L E S S  
       TEXTURE

by STUDIO ARTHUR CASAS 

スタジオ・アーサー・カサスが手掛けたサンパウロ屈指の
高級住宅街に立つレジデンス。恵まれた周辺環境を存分に取り込んだ、
都市部における豊かな住空間の在り方が提示されている。

街と共生するサンパウロのレジデンス

Photo FRAN PARENTE
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多彩な家具の個性が
ワントーンの世界観を彩る
リビングからダイニング方向への眺め。ソ
ファはカサスがデザインした「エラ」。左手
のティートロリーはホルヘ・ザルスピンの

「JZ」。黒いスタンドライトはグビの「グラ
スホッパー」。円形のコーヒーテーブルは
エランサ・クルトゥラウの「アディ」。

チ
ャ
ー
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
さ
ら
に

は
、
こ
の
要
素
が
共
用
部
か
ら
各
住
戸
の

内
部
へ
と
連
続
し
、
建
物
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
が
よ
り
強
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
レ

ジ
デ
ン
ス
は
控
え
め
な
が
ら
も
、
周
囲
と

の
つ
な
が
り
を
重
ん
じ
て
い
る
の
だ
。

　

1
9
5
0
年
代
の
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
の
ド

ア
ハ
ン
ド
ル
を
引
い
て
歩
み
を
進
め
る
と
、

キ
ッ
チ
ン
、ダ
イ
ニ
ン
グ
、リ
ビ
ン
グ
、ホ
ー

ム
シ
ア
タ
ー
が
緩
や
か
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
さ

れ
一
体
化
し
た
住
空
間
が
目
に
飛
び
込
ん

で
く
る
。
友
人
を
招
く
流
動
的
な
生
活
ス

タ
イ
ル
を
重
視
し
た
オ
ー
ナ
ー
夫
妻
の
希

望
が
、
全
て
か
な
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

一
目
瞭
然
だ
。
カ
サ
ス
は
続
け
る
。

 

「
イ
ン
テ
リ
ア
の
出
発
点
は
、
建
物
同
様
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
ラ
ブ
で
す
。
次
に
テ
ラ

ゾ
ー
が
床
を
覆
い
、
廊
下
の
腰
壁
に
立
ち

上
が
り
、
リ
ビ
ン
グ
の
コ
ン
ソ
ー
ル
の
よ

う
な
造
作
家
具
に
も
現
れ
ま
す
。
仕
上
げ

は
温
か
み
と
触
感
を
も
た
ら
す
ヨ
ー
ロ
ピ

ア
ン
オ
ー
ク
の
パ
ネ
ル
で
す
」

　

カ
サ
ス
は
こ
の
空
間
を
、
グ
レ
ー
、
ベ
ー

ジ
ュ
、
白
、
木
の
ブ
ラ
ウ
ン
と
い
っ
た

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
カ
ラ
ー
パ
レ
ッ
ト
で
仕

立
て
た
。
豊
か
な
光
に
よ
っ
て
素
材
の
質

感
が
引
き
立
ち
、
ア
ー
ト
や
家
具
の
存
在

を
際
立
た
せ
る
意
図
的
な
選
択
だ
。

 

「
私
は
こ
こ
に
住
む
人
が
流
動
性
と
連
続
性

を
感
じ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

住
居
は
境
界
で
は
な
く
フ
ィ
ル
タ
ー
と
し

て
機
能
し
、
空
間
は
家
族
を
包
み
込
み
な

が
ら
、
外
部
に
も
開
い
て
い
る
こ
と
が
理

想
な
の
で
す
」

　

建
築
家
の
一
貫
し
た
理
念
に
基
づ
い
た

内
外
に
連
な
る
設
計
は
、
真
の
豊
か
さ
を

得
る
た
め
の
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
経
済
を
牽
引
す
る
最
大
の
都

市
サ
ン
パ
ウ
ロ
。
そ
の
南
部
、
モ
エ
マ
地

区
の
ヴ
ィ
ラ
・
ノ
ヴ
ァ
・
コ
ン
セ
イ
サ
ォ

ン
は
、
屈
指
の
高
級
住
宅
街
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
一
角
に
立
つ
ス
タ
ジ
オ
・

ア
ー
サ
ー
・
カ
サ
ス
が
手
掛
け
た
「
セ
ッ
チ
・

ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
」（
セ
ッ
チ
は
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
で
７
の
意
）
は
、
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
１

戸
、
総
戸
数
７
戸
と
い
う
レ
ジ
デ
ン
ス
だ
。

「
空
間
の
一
体
化
」
を
テ
ー
マ
に
設
計
さ
れ
、

建
物
の
内
部
に
は
コ
ボ
ゴ
（
通
気
性
の
あ

る
ブ
ロ
ッ
ク
壁
）
越
し
に
柔
ら
か
い
自
然

光
が
差
し
込
む
。

恵
ま
れ
た
地
域
特
性
を

プ
ラ
ン
の
細
部
に
ま
で
反
映

　

躯
体
の
設
計
か
ら
イ
ン
テ
リ
ア
ま
で
を

横
断
的
に
手
掛
け
た
建
築
家
、
ア
ー
サ
ー
・

カ
サ
ス
は
振
り
返
る
。

 

「
こ
の
エ
リ
ア
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
は
珍
し
い

ほ
ど
の
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
低
層

の
建
物
に
沿
っ
て
街
路
樹
が
並
ぶ
こ
の
地

区
の
特
性
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
想
に

直
接
的
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
大
き

な
開
口
部
が
外
部
と
つ
な
が
り
、
風
、
自

然
光
、
木
々
の
眺
め
を
最
大
限
に
取
り
込

ん
で
い
ま
す
」

　

こ
の
建
物
で
最
も
際
立
っ
た
デ
ザ
イ
ン

的
な
要
素
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に

特
別
に
設
計
し
た
、
通
気
性
を
確
保
す
る

ブ
ロ
ッ
ク
だ
。
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
自
然
換

気
と
日
射
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
考
慮
す
る

と
共
に
、
個
性
的
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
言
語
を

獲
得
し
て
い
る
。
建
物
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で

は
曲
線
を
描
く
ブ
ロ
ッ
ク
壁
が
メ
イ
ン
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
へ
と
導
き
、
都
市
か
ら
住
宅

へ
の
移
行
を
象
徴
す
る
建
築
的
ジ
ェ
ス
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家具的な仕上げを尊重した
端正なキッチンエリア
ミニマリズムと機能性のバランスを追求し
たキッチンの一角。右奥の建具の中には調
理家電一式がビルトインされている。片持
ち構造の金属製テーブルトップを囲むの
は、スウェーデンの家具ブランド、ジョナサ
ンデザインの「ジュピタースツール」。

住まいは隠れ家ではなく、環境の一部であるべきなのです
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南米ならではの植生が
ゲストを歓待する
上　リビング＆ダイニングの大開口から建
物の周囲を望む。南米特有の濃密で豊かな
植生が目を楽しませてくれる。窓の左端に
見えているのが、このプロジェクトのため
に製作された、通気性を確保し光の透過性
をコントロールするブロック壁「コボゴ」。

コージーなダイニングで
モダンアートと食事を堪能
ブラジルのアーティスト、アナ・マリア・タ
ヴァレスのミラーのアートワークが壁に掛
かるダイニング。エテルのテーブル「リノ」
とサイドボード「オンダ」。共にカサスがデ
ザインしたアイテム。アームチェアはジョ
ルジ・ザルスズピンの「シニアメタル」。

寝室につながる廊下は
アートを楽しむギャラリー空間
右　３つの寝室へとつながる廊下の片側に
は腰壁の位置までテラゾーが張り込まれて
いる。その上には浅いニッチが設けられ、
施主がコレクションしたレオン・フェラー
リやダニエル・セニスといった南米で活躍
するアーティストの作品が並んでいる。

HOMES / TIMELESS TEXTURE
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ミニマルな表情を湛える
シンメトリーな快適空間
下　照明、建具、水栓金具に至るまでシンメ
トリーにプランされたバスルーム。ミラー
や建具の上端は天井とフラットに連なるよ
う、緻密に納められている。バスタブはミ
ネラル社の「ヴァルヴェ」、カサスのデザイ
ン。洗面台の面材はヨーロピアンオーク。

洗面台にもテラゾーの表情を
徹底してリフレイン
右　床から立ち上がるスクエアな洗面器に
張られたテラゾーが、存在感を放つ洗面ス
ペース。もちろんシンクの中も同じ仕上げ
が施されている。このプロジェクトでは、
イタリアを拠点とするテラゾーメーカー、
サンタマルゲリータ社の製品が採用された。

サンパウロの夜の街並みと
間接照明が響き合う
左　夜のサンパウロの街並みを望む、リビ
ングの奥に位置する一角。中央のチェアは
スイスのデザイナー、ウィリー・グールの

「ループチェア」。大開口のガラスに反射す
るさまざまな映り込みと共に、テラゾーの床
が昼間とは異なる艶やかな表情を見せる。

環境に対して開かれた
レジデンスの理想形
上　建物の外から見た室内の様子。柱の位
置、照明計画などと共に緩やかに全てがつ
ながるゾーニングの関係性がよくわかる。
中央の廊下の奥が寝室などのプライベート
エリア。右端に見えるのがブロック壁「コボ
ゴ」。他の階にも連続して使用されている。
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